
=事業報告のまえかき=

就労と不況･環境･豊富な労観源

当センターの荘業を､西成辿域の労働事情と関連し

て､包括的に理解していただく参考に､あらましの実状

を記述いたします｡年報の形をとる報告として､前年度

の説明が若干重綾することを御諒承いただきます｡

ここに云う西成坦域は､大阪市西成区の東北隅にある

一部(同区の約10分のl)で､その広さ約0 6平方キロ､

時として｢金ヶ崎｣と呼ばれるが､これは行政名でもな

く､また土地の識者はこの呼称を軽端にさらうので､こ

れは用いないことにする｡

1 40年度､センター事業内

容の重な特徴

1.就労数減少一不況の波

センターのあっせんで無料就労する日雇労働者は､こ

の地域に生活の根拠をおく全労働者のおよそ3分の1と

見蔵られる｡昭和40年度におけるこの人達の就労状態は

かなり悪かった｡前年度(39年)の就労教は641,000名

に対し､本年度は533,232名となって､約17 0%と大巾

な減少である｡月別こその大きな差異のあったものを

2､ 3ひろってみると､ 39年4月の68.824に対し､ 40年

の同月45,305と23,519(35%)の減､同7月対比は63.910

に対し38I558と25,343 (40%) ､同8月対比70,667に対

し48,952と21,705 (31%)のいずれも激減となってい

る｡激減した理由は､日本経済界の金殿的不況による影

響であることば衆目の一致するところであろう｡大阪港

における出入船の減少､建築､土建､製造各業界の手萱

一操業時間の短鯖､二部制を一部榔こ切替ることなどに

よる日雇労働の求人減退があげられる｡ただ例年だと7

･ 8月は求人数の多いカーブを示すのに､ 40年7月は非

勧こ少なかったことは雨が多かっだことによる｡雨天の

求人は､建設は皆無､かろうじて船内荷役と製造業の一

部から声がかかるのであるが, 39年7月に南天は1日も

無かったのに､ 40年7月の雨天は約半月の実に14日にわ

たり､例年だと千名以下の求人数はほとんど無かったの

に反し､この年たけは7月18日の385名を最少にして千

名を割った日は､ 9日もあり､これはほとんど就労時の

前後に降融埼り､わざわいされたものである｡ ｢かゆ

をすする者が20%多くなった｡ ｣ ｢ピールからしょうち

ゆうに代るのか増えた｡ ｣ ｢肩がさわっただけで気がた

ち､些細な辞で因縁をつけるケースが多い｡ ｣などと西
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成警察署が報告したのもこの頭のことである｡前年8月

の1日平均就労2.280名患本年は1.673名に下り､いつも

毎日50-60名を薬用していた西淀川のある事業所も全然

顔をみせない｡センター番場周辺の食欲店の売上げが

へり､ ｢仕事がないなあ｣の労働者の嘆息と共に｢もの

すごい不景気や､うちはつき合いで最少限度の薮にきて

もらってる状態や｣と求人連絡員の憮然たる吐息が聞か

れた｡

今ひとつ心配されたのは､ 40年11月27日から決行され

た海員組合の長期ストの影響いかん?であったか､これ

は案外の結果となり､スト中は減少したが､ストが解除

あれるあい間にはかえって求人が多くなり､全体のバラ

ンスとしては目立つほどの減少が無かったばかりか､年

末には逆に例年より多くの求人数があり､港湾i共i係だけ

で12月27日から30日まで､ 4日間の合計5,418名(前年

度2,546名)にのぼり､特に大晦日は激減する(前年度

はわずかに14名)のに､当年度は413名という異母さで

あった｡

求人数(就労数)がへったら､逆に残響数(アプレ数

)がふえるだろうとは一般の常識的予想であり､心配さ

れるところである｡ところが相対的比率はそう大きくな

らず､前年の23.0%(こ対し､ 29 9%と､その差6 9%,ま､､

就労の減少率17 0%よりは､はるかに少い｡就労数もへ

ったが､アプレ数も逆比例して多くならず､その絶対数

は液少しているということ､つまりこの地域には職を求

める日雇労働者は好況時代に比して不景気になれば､漸

減するということが知らされるわけである｡

これを側面から証明する華美として､西成警察署はこ

の地域の簡易宿泊所(ドヤ)などに止宿する労働者人口

の詔盃を行なっているが､それによると､労働者が多か

った最盛時と推定される39年5月31日の集計は､日雇労

働者､職人と計14IO71名となっているが. 41年1月30日

の調査ではこれが10.795名と減少し､これに調子を合わ

せて､日雇労働者の唯一の医療機関である今宮診療所の

患者は20-30%減を示し､ ｢薔蒸暑や消防署の急救事務

がえらい少くなった｡ ｣という苺はしい現象も現われて

いるC最盛時の39年7 〟 8月にはおよそ6千名が放菓し

たセンターの南海に､ 40年後半から41年2月項までは2

千5百名､多くて3千名程度ほか集まらない現状であっ

た｡

ではここから姿を消した3千名以上の労務者はどこへ

行ったか?はっきり突き止めることは出来か,｡関係者

の多くが推定するところでま､ ｢飯場｣にもぐりこんで

不満足な生活に甘んじているので註ないか､ということ

である｡多少は農村に帰った吉もあろう｡戦前挫村の次

･三JTl'ま都会の好景気の特技ここで働き､不況になると

農村に椅って半失業状態で生活する､いわゆる｢還流｣

の現象が課返されたという｡しかし戦後の農村の社会躍

進の変化はこの還流を受入れろ余裕も少なくなったよう

だし､それに､この地域に来た労務者は､ ｢郷里疎外｣

とでもいうか､郷里をうとんし､縁を切ろうとするも

の､またとま切った音が多い｡だからこの坦域の労働者は

菊に自分の田舎に帰る目途を失っている｡やむを得ず飯

場へ-ということになる｡これが経論である｡飯場の

数は少なめに見破っても大阪府内だけで千数百といわれ

るから､近畿全体では数千を数えるだろう｡一ケ月以上

も姿を見せなかった労働者がひょっこり朗を出して｢奈

良県に行ってた, ｣というのもあるし, ｢もういいかと

思って出てきたが､景気､やっぱり悪いなあ｡しゃな

い､又飯場に行ってくるわ｡ ｣等々こうした会話が日々

繰返され､それこそ枚挙にいとまがない｡全国的な不況

の大波がここにも大きくひびいていると見る｡

こうした経過で年度末を終ろうとした41年3月に入っ

た鴫.突然変異とも感ぜられる就労数が上昇してきたっ

同7日まで1千5百名台をずっと削っていたのが､ 8日

に1,917､ 9日-2.646､10日-2,081､11日-2i994､

13日の目歴でも2.044 (いつもだったら1千名以下) ､

15日にはついに3,023名となり､ 3月の総計63,373名は

本年度の月別最高を示し､ 39年夏の最盛時とほぼ同じ上

潮になって､求人が出来ず.午前8時までに待ほうけす

るマイクロバスやタクシーが最高36台(15日)もあっ

たご賃金もすぐ註ね上がって数日席までは1.100rI]-

11200円だったのか､ 1,300円でも頭を嫌にする労働者が

出はじめたっ

この急激な好転は､正湘こ続くものか.一時的なもの

か､にわかに判断出来ないが､おそらく大阪港における

出入船が頭湊していること､土建業,印こおける年度末完

成の仕華が多くなった一時的現象と見るのか至当のよう

である｡

2.日雇労働者健康保険と同失業保険

湊痛しても治療費がない､アプレたらその日の食にも

つまずく日雇Ji拗音-最もそれを必要とする人々に社

会保障がないことば､何んとしても社会の牙盾である｡

流転の激しい日曜労働者が住民票がないばかりにI排出窪

を失っていろことを離決するため.センターは数次にわ

たっtl鎚l系当局にその了解と協力を求め､ようやくセン

ターの窓口を通じて､日雇労聯者の陛樵と失掠加入の実

現をみることが出来た｡

その詳細ま､後述の軍楽報告の通り､センターに集る

労拗音数からいえば､殻保険者手帳の交付は､ 41年3月

31日､健保で1,010名,受給資格取得者220名は大きな数

字でない｡失業保険手帳の有効求職者が182名であるこ

とはさらにこれを下回る｡このこと(ま､この亀城の､特

にセンター蜘系の労働者の移動が激しいこと､その就労

先が適応事業所でなかったり､適応されながらこれを怠

ったりしていることや.労働者個人も一面いたって楽天

的で将来の生活設計を一顧たにしない習性など､色々な

原因がだぶって保険加入を困難にしているということが

出来る｡

しかし毎日就労することと､ 2つの保険に入ること

は､日雇労働者生活の華の両輪であろう｡健保によって

疾鴫時にも安心し､失保によって職安の正濫なルートに

のり､心理飾こ大きな効果をもたらす｡両根険加入の勧

奨とあっせん事務は､センター業務の重要なものの一つ

として､困難を打開し前進させなければならないとあ

る｡

3.労災補償の立替

40年度は労災補磯の立替業務が紳こ繁忙をきわめた｡

日雇労拗音が労働災害にあう｡清規ま無料ですぐ受けら

れるのは当然であるが､災害で休業した場合.生活手綱肴

としての休業補償費が労働暮準局から一足の手続を経て

交付されるのは､早くて2週間､普通1ケ月前後かか

る｡ところが西成の日雇労働者は貯えどころかその日に

困る音が多い｡そこてこの立替となるのだが､常識的に

はその雇用主が立番てしかるべきであり､そうしている

雇用主も多いが､これは法的に義務付けられたものでな

く､色々な押青から雇用主がどうしてもこれを承諾しな

い跨がある｡といって､けがした上その日の生活に困窮

する労働者をそのままにしておくことは､人道上からも

詳されず,センターは労働廓社の一環としてこの立替を

実樋している｡

その順序は,災害を受け相談に来た労務者の話を聞い

たうえ､治療した医師の診断辞をたしかめ､その雇用主

と労働星準監督署に連絡したうえ､立替支給するのであ

るが､労働者に正接立替ろことを承諾しない雇用主もセ

ンターが車に立って調整すると､これに応じて立蕾金額

をセ/ノクーに送付するケースが多い,

40年度における取扱い数は153I牛､ 906,764門とセンタ

ーとしては予想外の大きな数字であった∩　ここに現われ

た数字は､いわゆるほんの｢永山の一角｣にすぎか,こ

とから押せば､労働災害がいか(こ多いか想倒され､職場

の安全対策の必要竹が痛感される-

なおこの立替ではなし,が､セ/タ-窓口てケースワー

クする相談件数もかなりの数.このはった.多くくま厳場に

おける賃金不払い､約束以下の低賃金､契約違反など､

+､ -中質や搬助への交通費等の立替など詳細ま別項の通り
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であろ｡

Ⅱ地域全体の就労形態と環

境

1.日雇労働者の教と就労形態

上述したことばセンターに限られたことであったが､

センターの就労現場に集る労働者は､この地域に宿泊す

る者の一都約剃こすぎない｡他の縮まセンターによらな

い別の手段で就労していろ｡これら金棒の就労形態を大

別してみると(39年報告に善述) ､第1グループ忠大阪

阿倍野職安西成労働出撮所に登録する約1,500名､第2

グループはセンター電場に集る3.000名～5,000名､第3

グループはとび職､大工､屋根屋､左官など職人として

技術を持ち主に霞町の国電新今宮駅を中心として個人契

約のもとに就労する音2,000-3.000名､第4グループと

しては､集団ではないが.ここに生活してその周辺の､

主としで中小企業に常用あるいは日雇として個人的に就

労するもの､推定1､500-2,000名あるものとみられる｡

この全体を集計した数字が､好況時の1万4千(昭和39

年5月) ､不況時の1万前後(昭和40年1月) ､つまり

好､不況でおよそ4 ･ 5千名の大巾な靖減が示されてい

るっ　日雇労鋤の流動がいかに激しいか理解される,

2　環境とその社会的牲格

周知のように､この地域は63年前からスラムとして､

多くの印刷物その他で紹介されている所である,日雇労

働音が多数椿油する餉易宿泊所(ドヤ)が多くなり､ド

ヤ街とも併称されるようになったのは戦後数年たってか

らのことであるという｡スラムであり､トヤ街であるほ

かに､ここは各種犯罪の多発地杵としても注目されてき

たっ　これらのチーターを西成晋の統計資料で略述して参

考に資すると--｡

昭和41年1月20日現在で､ 225軒の筋易宿泊所に止宿

していろ数は､男子10.795 (内日雇労覇者8,528､その

他2,267)名､女子li446名､子供614名､計12,855名で､

節易宿泊所の殿大収溶人員18.836に対し68%の清治率に

なっている,この簡易宿泊所のほかに日決め又は月決め

のアパートが275､普通旅館が55軒｡住宅のスラム的表

現としては､バラックが160､共同住宅55があげられる｡

なお一触商家の薬遜別で､この地域こきわめて特徴的な

ことは飲屋104､めしや287､古物郎52.質屋35､金属

属商13､同行棚9などがあげられる｡ドヤ街的スラムの

性偽としては､昭和40年中岡雷が泥酔保護したもの2,054

名､迷子､家出人の味遜125名､邪神異常吉保翻7名､

さらにおとろくべきことは行路病人の保詔が実に1,975

名､変死人の扱いが84名の多数にのぼっていることであ

る'民生福祉関係で､大阪市立愛隣館が扱かった色々な

ケースの内､その主なものを拾ってみると､この1年間

に生活相談4,244､児童相談のうち養護234名､腫法教護

89､引取調査政頼18､註児148など､又保腱指導面では

結核訪問710倍､同来室相談が517倖あるのも特徴的であ

ら,今宮診療所が1年間に入院処置したのが694件であ

った｡

反社会的行為の取締りでは､同1ケ年間に刑法犯1.595

件､風俗､営業等で違反した特別法犯819件があげられ

ている｡暴力関係は次第に減少する憤i卸こあるが､それ

でも47団体､ 1,117名､クレン陳27団体､ 670名が記環さ

れている｡売春ではいわゆる街娼だけでも200余名､男

娼50名余が確認されている｡

3. 3月15日のさわき

こうした環塊をパックに生活している労働者の一部の

中には､心理跡こある意味では楽天的である反面､欲求

不満､自己疎外におちいり､この又反動としてその社会

意識の1つくこ､社会学者のいう｢権力に対する生理的反

発心｣が秘められている,これが現象i勘こぼ偶発的であ

るにせよ,時として爆発する｡ 3月15町長､西成警察署

周辺で数百名がさわいだ事借ま､一触普通の場所だった

ら､飾単にかたすく事柄なのに､一歩間違えは社会問題

となるところに､地域の特殊性とそのよっておころ社会

的原因の枚難さ,深さの内在していることが病態され

ら.

4.すぼらしい労働エネルギー

ただし誤･#してならないのは､さわざを起したり反社

会的行為を犯す者は､極少数であって､大多数i3.善良な

市民であり､労働意欲盛んな労働旨である､ということ

である｡土地柄､労勘意欲を失った者-怠惰､強度な

アル中､精神薄弱､精神異常､氾非的性格-くま他所と

比べたら､確に多い,しかしその約数は餅拗音のせlO

いせい5 %にすぎないとみるのか識者の見解である｡こ

の人達は労働対象というよりは､治療､生活用練､教育

などによって更生させなければならないグループであ

ら,

ここの労働者の英美は､不況鵬でさえ､毎日約6,000

-7.000名が穣勤していることである｡しかも､この人

達の多くは青年層で､下僚の日雇条碑こ甘んじながら､
一敗労働者が敬遠しがちな胎内のスクラップや木材､塩

皮の荷役, -妓建設はもちろんのこと地下鉄や道路､電

設の諸玉軸こ苦汗し､危険な重労働に縫辞しており､こ

れを社会飾こみれば､産業界の大きな働き手であり､そ

の貢献者ということが出来るっ昭和40年は不況であった

から,最少に見積って､毎日7,000名(39年は10,000名

)が嘲き､賃金1,000円(平助まこれを上まわるが)荏

受取るとして毎日700万円､ 1年360日として､蘭こ25億

2千万円の巨額の賃金を徳たこと(iこなる　この金額に値
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早朝､就労に集った労拗音と求人車軸　　昭和41年3月16日

する労働エネルギーが果した経済凝栗の大きさもさるこ

とながら､西測こおける特定地域の繁盛は､日雇労働の

汗と血の結晶･.I rLっていると知,-jべきではないだろう

か｡

Ⅲ港湾労動転と地域の労勘

考

昭和41年7月1日をもって､清華･労働法が全面実施さ

れるについて､大阪府当局で一三4月からこれに洋子され

ることになっている｡同法は港湾(今のところ六大港)

で働く全ての労働者-常用も日雇も､正規な登録をす

ることを原則(除佃細まもうけられているが)としてい

るから､今まで無登録のまま就,77していたこの地域のJi

働吉にも､こうした雇用形体て求人していた業者側に

も､港湾労働法の施行.rt､正接､間接に形饗するところ

日脚[

か大きいと見なければならない｡多少の混乱はまぬかれ

ないだろうが､求人､求蛾吉双方､行政当局の3着がよ

く理解と協力した上､同法の実施がどうかスムースに運

営されて､港湾労働が近代鮎こ発展することを期待する

ものである｡

参考までに､現在センターから就労する日雇労働者の

約3分の1くま､湾湾労勘こたすきわるものである(その

概数は､雨傘強国の日は別として.普通の硯で5百名､

多い群は1千5百名にのほろときがある今　このうち､ど

れだけが亜錠して､港湾労働を専門とする労幼者になる

か､今のところ(3月31日)予測がつかないJ

鮪単な報告でありますが､以上によってこの地の日展

労拗音の雇用安定が困難な多くの周超を内包しているこ

とをご郵阻,たたき､木事業親告をご一覧敬います_
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I　就労あっせんの事業

1　センターの無料職業紹介は､公立のそれと〉ま異っ

て､正式な登録することもなく､求人求職の双方が自由

に話しあってきめろ､相互選択方式の就労あっせん業噺

である｡求人側の産業別では港湾(館内･沿岸)､土木

建築､それに製造､運輸その他がほぼ各3分の1の平均

に大別される｡就労に集る労務者は西成の､主として制

易宿泊所にとまっている日雇労務者が大方であるが､こ

れくまこの地に住む全都の労務者でなく､その約3分の1

(事業報告まえかきを参照)､すなわち多い時(夏季)

の51000名から少主管(冬季)の3,000名とみなされる｡

あっせん業覇ま毎日(大晦日と年始3日だけ休み)午前

5時45分から同8時まで改幼就労は午後3時から同5

時まで受付け､集計よこの時限をまとめたものである.

本荘業は昭和36年9月1日(いわゆる釜ケ崎事件は8月

1日にぽっ発)に開始(37年9月30日までは大阪府西成

労鋤分室として)されたので､昭和41年3月31日でま､

55ケ月を経過したことになる｡紹介現場患西成二区東四条

三丁目の国道､尼崎一平野線が棄却こ走る20mx300m

の道路上の空地で実施されている｡

2　本年度(昭和40年4月1日～41年3月31日)の就

労あっせん数は､産業界の不況を反映して､堀部こ悪か

った｡第1表で示すように､ 1年間の合計533,232名状

前年(39年)度の638.897名iこ対し533.232名､実に17%

の激減である(第1麦､第3表､第4表を比較参照)⊃

月別こみると､ 50,000名を越えたのは41年3月だけで(

前年度は4. 5, 7, 8, 9, 10, 11の7ケ月あった)､最高

が前記41年3月の63,373名､最少は41年1月の31,232

名､月平均44,000名(荊年59.000名)を前後し､両年の

ような上下の波動のはげしきはなく､ 1月､ 2月を除い

ては平申したバランスをとっている｡ただ7月は不況と

多雨がたたって38,558名と胞浸している(第3表) = 1

日平均では41年3月の2.044名の他は､ 40年6月の1,601

名が農高で(前年度は1日平均1.600名以上が8ケ月も

あった)､最少は1月の1.007名という悪条件で､不況の

停滞性が如実である｡ (事業観富まえがき参照)また40

年5月3日の340名(雨)､ 41年3月25日の3.177名と最

少と最大のへだたりの甚だしいのは､一般論として日雇

労働の筋で､天候､季節､業界の好不況によってその日

の雇用に大きな落差があること､前年と変りなかった,

不況になって､日立っこと榔工行的胱労が多くなるこ

自脇田

昭和40年4月1日から

昭和41年3月31日まで

とである｡好況の脚ま労務者の方が強気となり､少しで

も好条件の方を選ぶが､不況だと逆に求人者が強く､で

きろだけ陳のある労務者を選択することから､なじみの

労覇者､いわゆる｢原付｣たけをピック･アップする｡

このプロセスが直行の多くなる筋道である｡旺行書の中

にはセンターに届け出ない音もあるので､センターの毎

日の就労数がそれだけ減ることにもなる｡理想として朕

正行から更に正しい意味の常用労拗音になることが望ま

しいのだが､このケースは少いようである⊃

3　未就労(あぶれ)の数は､センターのあっせん業

務が届け出制でないので､正確な数字は出ない-毎朝午

前8時を時点として推定数で既算している_　これが第一

表II項残留者数に表示されているもので､ 1年間の総数

158,640名溺死労音教533,232名として.その対比'ま29 9

%と前年度の23 0%をやや上廻っている言清年と比べて

就労数が汲誠しているのに､あぶれr'比がそれほど上ら

ないの法､それに相当する労働者の仝牲数が減ったこと

で､相称吋にバランスをとっ1,戴少していること､センタ

ーの短い経験であるが､この地域では.就労数とあぶれ

数が'Lt駿的逆比例して社会不安となるような現象:二木だ
一度もなかったことを表示している｡しかし､この末就

労者の中二iit'ま､はじめから就労の意思がなし,もの､例え

ば今朝までオール･ナイトで働き､休む予定のもの､条

件(賃金と仕事の内容)が折り合はず見送ったもの､こ

れに加えてI尼轟音､ひやかし､労働意欲喪失者､椅神異

常音と見なされるものなどもきしっている｡これがセン

ター就労現場の特殊性の一つであり､業銃の困難さがあ

る｡だから,われわれ〉まこれをあぶれと言わず､残留者

と言う表現を用いている,

4　就労賃金は第2表､第3表にiTi.すように､ 1年を

通じて.薄はい状態ということが出来る_仕事の内密で

多少違うが総じて1,200｢rm前受である-　39年度と比べて

も､港湾運送は大体同じで､陸上運送でやや上昇､建設

ではむしろ下降気味､例えば､建設39年6月の平均1.329

回こ対し､ 40年6月は1,257円となっておる3　勘二40年

後半期は建設業は前年(こ比べて低下し､港湾､陸上運輸

と調蒔いが続き,就労数と共に賃金にも不況の停滞性

が歴然としている｡更に物柵の値上がりを苛痛に入れる

と､その実質賃金は下廻ったと見るのか当然である｡

ところが年度末の3月に入って就労数激増と共′こ､賃

金もミピンミと言うほどでないが.はね上り､ 1,300円

でも､いやだと言う労助旨の強気も見られた｡時々刻々
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定期牒摘画別平均賃金の推移(存振) 
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にさびしい世相に対決する日雇労働音の生活忠､決して

容易でないことを知らされる｡

5　就労時間は業種によって異るが､一枝的に定時と

は､午前8時一午後5時､半夜殻午前8時～午後8時.

校勘は午後6時～翌朝6時､オールナイトは午前8時.-

翌朝6時となっていろ｡なお以上あげた就労数は､いわ

ゆる｢飯場住み込み｣は全然含まれず､すべてその日支

払いの賃金仕事の日雇労働であることを念のために-

6　以上あげた日雇労働者の総括的な社会経済的価値

であるが､ 1人l BIi200円平潟として､ 53万3千名の

労賃が9億3千9百余万円であるから､その評価は可な

り大きく見積って然るべ(.他方｢日本の飛躍的な輸出

振興を低辺で支えて来たのは､最低の労働条件で黙々と

働いてきたアンつてあることを忘れてはならないのだ｣

(朝日新聞大阪版昭和40年6月)と云うことも認識し､

詳細については､各表で検討していただきたい｡

註･第3表は次頁の第4表につながるもので

年次順からすれば､第4表が先さで､第3

表は第4表の右につすくものであります｡
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Ⅲ　日雇労働者健康保険と同失

業保険加入のあっせん事業
日雇労拗音の健康保険(以下趣味)と失業保険(失保

)の成立条件は､第1に日雇労働音が披保険苦手椴の交

付をうげろ申請書に､ ｢住民票の経本または抄本を添え

なければならない｣こと､第2に､この手帳に印紙(煤

険料)が､娃付されるためには適用i‡喋所が｢帝に5名

以上の従業員を使用する規模にある｣こと､第3に保険

実施の技術にスタンプ･システムが採用された(昭29年

)こと､これが基本的要件となっている｡第3は問題で

ない｡

センターあっせんで就労する労働者で困難なのは､第

1と第2である｡移動のはげしいこの人達殆んとは､住

民票の持ち合せはない｡それに就労事業所がいっても､

必ずしも｢鮎こ5名以上の従業員を使用している｣とは

限らず､まだ適用親槙にありながら,これをおこたって

いるところさえある｡こうして健保､失保の最も必要な

人達に国民的権利が与えられず､私縞やたえずおそって

日雇労働者健康保験取扱数
(弄5-を)

再免践鬼を庵高論筆触嬰羊申幅璃Str也

くる失業に何等の社会的保障がなく､生活に安定を欠く

ことは､社会的にも不合理であるし､甚だいかんなこと

でめろe

第1について､センターは大阪府の関係当局(民生

部､国王出社会保険事務所､労働部､同西成労働出張所

等)と数次にわたって協議し､実現万を要請､その英断

ある協力を得て､センターが検証し､センターを経由し

た労幼者で､ ｢謄本または抄本に代る居住証明｣がある

希望者はすべて両保険に加入の取扱いを受けることが出

来ることになった｡こうしたケースは全国でもはじめて

のことであろう｡第2については､啓蒙以外に方法がな

い｡適用を怠っている専業所はもちろん､未適用の事業

崇嘉こ器業器霊警詳言(
た個別的に未加入の問題が起るたびに話し合い指準し

て､ようやく　レールにのせることが出来るようになっ

た｡健保はテスト期間として､昭和39年9月に始め,本

格的に開始したのは, 40年3月から､失保は少しおくれ

て6月からはじめた｡実績は次の通りである｡

A　日雇労働者健康保険

労働福祉の一環として､センター

は設定当初から､別項のように医療
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自問且

名､資格受領者29名であった｡ 40年

度は12ケ月間で前者1.010名,後者

191名､この合計は年度初めに設定

した加入千名の目標を遷したことに

なる｡

この内す~て封こ220名はセンターを

通じて､毎月保険給付が受けられる

受給資格者票が交付されている｡こ

のほか､健保手帳所持者について

も､港湾作業､運輸諦菜箸に就労す

るかぎり､印紙の焼付が各日の手帳

に励行されているので､大多数の労

働者が給付資格をとっていろものと

推定される｡

e

B日雇労働者失業保険

日雇労拗音がセンターの窓口で失業保政の加入を申込

めば.センターが担廟連絡し､これを受けた西成労働出

張所は､その被保険者手帳と求職票をI･11時に交付するこ

i:二{=っている-これは可及的にセンターの労働者を職

安,手放の正当なルートに移行させるとTi鴫に､アプレた

場合捜失業保険の総帥こ浴させる仕組で･昭和40年6月

から関除した-

成績農別表の通りで､ 40年6月から41年3月末日まで

に波耀険旨手帳と求職票を受けた数は549名･このうち

労鋤旨が月間1回も労働出張所へ求職に行かなかったた

め,二､求職票が失効して､求職苦難録から抹消された数

珠効薮)くま367名で､ 3月未の有効求職音は催かに182

名であった｡このうち失業保険の給付を受けたものは68

名にすぎなかった　センター関係の労働音を正規なルー

徳和40重度

トで就労させろことが､いかに難非であり､不断の努力

の必要なことが理解される,_

波体験者書手肢所持の就･jt状況を見ると,その麺類は

418名､ここから常用されたものが2名､諦用的に同一

事業所につすげて就労しているものが25 0%はあり､常

用促進の立て前からも､保険加入が好彰聾を与えている

と見なければならないし

手帳が不用となって逗遷した数は､鮭かに8名で､こ

れから見ると､労働山醸所の窓口へは行かないが､手帳

をそのまま保持しているのは､交付数549名のうち､ 40

名は末交帥こなっているので､ 500余名以上もあり､う

ち手際を利用しているのか182名いるわけである｡この

人連はセンターを通じ就労し､健原体i災手帳とあわせて

これを就･茄tlこ提示し､継体の資格をとっていろものと

瓢定されている｡
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Ⅲ　職業･生活相談の事業
早期5時45分～洞戸までの就労あっせん(紹介業筋)

が終ると午前9時からはさまざまな相談業稀が待ちうけ

ている

仕事を紹介してくれ　という相談から､労働条件の違

反や.賃金未払､労働災害事故に伴う手読き.休業中の

4湘邪.1､仕判こあぶれたのでドヤ賃､食事代をなんと

かしでましいのというよし江惟謙など､およそ,JI拗音が日

々の生活のなかで山あう色々な問題をもちこんでくる-

ある畔ま､職業安定所の窓口になり､ある囲え労醜Li轟

監督署の､福祉事筋所の､届先の､区役所の､祭壇壊判

所の窓口となる｡ここ0乃†働音が､下謡の末端側溝で働

くよう,こ､センター搬員も幾つかの富江の下請をやって

田　圃E

いる状態である｡

釜ケ崎ilLf'I･が起きて,遅れはせ7籾くら堪区対策として

センターを始め､幾っかの施設が設けられた_　その大き

な役割のひとっとして､こうした労拗音の苦†iiiや不満､

怒りを聞き,解決-の手助けをすることが出来ろように

なったことがあげられる⊂職安行政や労働基準法の細の

目からもれ､生活保護や医療保護等､社会保障の網の目

からもれている､ここのソ綱吉たらに､健康で文化的な

生活が保離される日はまだ遠い

(lI Ll.18業相談の多くは,求職の相談である.駒単なC)

はミ現金仕事だったら朝早く起きてきてこらん､飯場だ

ったらセンターに求人台帳を出しているところへ行くよ

うにミで済ませろことが多い､



一番因るのは単にミ仕事がないかさの場合ではなく､

ミいい仕事はないかミ　ミ会社の仕事は?直行でゆげろと

ころは?ミなどと聞かれた時のことである｡ここに常用

労働者の求人依頼をしてくる事業所は､職安を通じても

仲々人手が集まらなかったりすろ零細企業や､汚れたり

して､嫌がられる作業内容のものが多く､紹介しても永

続きしない｡手に職をもっていたり､保証人かえられる

人には､出来るだけ職安に問合わせて､そちらにゆくよ

うにすすめている｡

時には身体陣害者の夷剣な相談を受けることもある,

なかでも困るのは　ミいい飯場はないかミ　という相談

で､その基準になるミ賃金の高いことミ　ミ金払いがよい

ことミ　〃食一再がよい_-　ミ追いまわしがないミなどに合う

飯場となると､ないといってもよい｡

求職相談は､不況の影響を受け､現金仕事が減ったこ

ともあって､今年は例年よりも多かったようだが､碑こ

面が降り続いている時や､年末には相談者がふえ､飯場

の求人ビラのi部こたたずむ労働者の数の多かったのか印

象i′巾であった,

なおここで1目されたのは､ベトナム行きの仕事が来

ているそうだがと､たずねてきた労的者が夏から秋にか

けて幾人かいたことである,新京淳硝子のスト騒ぎにこ

この労働者がまきこよれたことともに､深くr-;えなけれ

ばならないことであろうつ

く2)労働条件に関する相談には､賃金や作業内容への

苦iiiFや不満が多いっ

なかでも賃金について技､飯場での閏題が多く､手配

師から聞いた条件と.実際に飯場に行ってからとでは､

こんなにも違うと怒ってくる,ミ1,100甲､月2圃勘定､

頭けなしミで行ったのに､実際は850ii匠月1回勘,主､

預けが10日もあった,などというのかその典形である,

これに食事内容が悪かったりすると∴/iJunb苦はもう居て

もたってもおれず､ Il)1くる日'二はスキを?,てトンコ(逮

げ帰る)ということになる,

飯場の問題で時々ぶつかるのに,賃金から手配料を葦

しひかれたというのがある→殊に短期間で退めた場合に

多く､給料の明細こ手配料と明記して差引いているのも

ある｡大体1,000子的ゝら2,000円が多い,しかしこれは明

らかに違法行為なので､その点をつくと案外舗単に鶴来

をみる｡

労鋤時間では､ことに本館荷役に従事した場合が多

い,定時の約束で行ったのに半夜の作業をやらされたと

か､オールナイト朝5時上りで行ったC)に7時すぎまで

やらされた､というのがそれであるっ

作業内容についての不満も港湾関係の仕丁印こ多い･雑

貨の荷役という約束がスクラップだった,介席雑役で行

ったのに銑鉄や石炭の荷役をさせられた､など､手配師

G

がだまして連れていったと訴えてくる｡

(3)賃金未払いの相談は､労働者にとって労働条件の

問題よりもさらに切実な､腹の立っものとして､センタ

ーにその解決を求めてくる｡その殆んとが建設関係と､

人夫出し飯場での賃金不払いである｡

賃金未払いのケースは､この一年間に約300ケースに

も及び､不払いを訴えてきたその賃金怒額は百数十万円

に達する｡一件あたり､平均5千円になるが､多いので

は2-3万円にも及んでいろ｡しかも､それは氷山の一

角にすぎず､まだまだ泣きね入りをしていろ労働者が多

いのであろうことは受付けた相談の内容からも十分にう

かがえる｡

事務所(飯場)をやめてきて､センターに相談にくる

までの日数は､平均2週間で､色をなしてその日にかけ

こんでくるのやら､ 1ケ月以上たってから来るのもあ

り､ ｢臣こぼ2年南のをもち出してきたのもある｡この様

にどちらかといえば相談に来るまでに可成りの日数をF_

いてくるのが多い｡

飯場によってはミ預けミという制度があって､ 2弼緋

切り､月末勘定といった具合に､何日分かの賃金を次の

勘定まで預かりとする｡

この預けの分がもらえないという相談も賃金不払いの

主要なものとなっている,勒定日にとりにゆけば暴力

をふるわれたりすることもあるので､ 1日～2日の訊十

の場合だと労働者もあきらめることが多い,しかし､こ

うしていったんあきらめたものも､雨が降り続いたり､

仕事が少くてアプレルことが多いと､トヤ銭にもことか

いて､ミああ､あそこの飯場にはまだもらい分が残って

いるミ　と思中止して､何とかとれる様にして欲しいと､

ひと月もふた月もたって相談をもちこんでくるというこ

とになる.

相談の処理は電話によることが多く､時には元訊二ま

でさかのぼってその解決をはかることもある.なかなか

通りいっぺんの話しあいで船天することは少く､トンコ

した.物を盗まれた､などと労働者に関する苦情をまく

したてられたりもする｡交渉の結果､支払うからとりに

きてくれ､という通草をとりつけても､労働者が行けば

暴力をふろわれる心配もあり､行くことを態度にためら

う場合もある.そんな時には送金や届けてもらうように

話をするが､舗単に摘まはこぼない,

交渉をするたびに､支払うと遮華をするものの､一向

実行しようとせず､何ヶ月か逃げをはる巾琉所もある-

こうした悪質なのは丁子接出かけて行ったり労働基準監

督署の抑こまわしたりする,

は)身上､悟舌相貌こは､色々な人IE模様が織りなさ

れる,

仕事も少いある日.京柄の姉のとこまで行きたいのだ

自咽鴫
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僑B I.観再税金∩巾.(岱)は位亀と元手.車掌棉叛の日日e･敬"如東記事録据えbt･

がと相談に来た人は､或る私立の名i"軌､学校の教員をし

ていたことがある｡授業が終ると､家庭教師の仕三両こ追

われ､家には渡ればてて遅く帰ることが多かった｡やが

て妻が浮気をして他の男をつくりそれを気にやみ本人は

ノイローセになって精榊ilj院に入院した｡ 2ケ月ほどの

休嚢で全治退院したものの､いろいろ反対があって復職

出来ず､とうとう生命保険の外交や南の高級料亭のカウ

ンターまでするようになった｡ところが､そこを訪れた

以前の学校のPTAの人たちから､見っともないからや

めて欲しいと云われ､おりづらくなり､たどりついた仕

蔀が藤原運輸の雑役仕事であった｡しかし､不況のあお

りで仕事がヒマになり､親木のきゃしゃなその人が異見

.'=首になったというのである｡

たまには女性で､妊娠4ケ月だが､主人は1,200iilの

かせきしかなく､子供を生む忠信がない､何とかおろし

たいのだが､という相談､交通事故の示談､夫婦で働き

たいが子供を預かってくれるところはないだろうか,ど

か､字が塞けないから履歴書を書いて欲しい､手紙を書

いてくれ.という相談.はたまた､ミカエリタレセンタ

顔鵬田

一二ムカエタノムミ　ミピコウキカネオクレミなどという

電報を打ってあけたり､出かせきに行った父ちゃんから

送金が途絶えていろ､どうしているか分ったら知らせて

欲しいという､熊木の奥さんからの殴りに､ドヤを訪問

して返-:草を書いてあげたりもしなければならない｡

醇っはらいの相手も借の折れろ仕事である｡

(5)最後にセンターの窓口には時々不似合なお客さん

が見える｡尋ね人の相談がそれて､年老いたお父さんや

お母さんが､息子の行方を探しに来たり､仕三両こ出たま

ま帰らぬ夫の姿を求めて妻が子供ずれで見えたりする｡

相談者の続柄をみると､栂親がT5名､父親が10名で最

も多く､それに続くのか.妻の7名である｡弟や妹､兄

たちの姿も多い(13名) ｡

職員は求職登録のカートをめくり､就労あっせん現場

でマイク放送をし､掲示仮に掲示したりして､尋ね人の

出てくるのを待つ｡

軸こぼ劇的な親子対面もあり､その帥二は私たちもう

れしく､ポッと胸をなでおろす｡
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Ⅳ　医療と相談の事業
1　センターに看護婦が1名詐排し､軽微な外傷の手

当て､施薬をほどこし､健康指導を行っているっ診察と

治療を必要とする息音敗､済生会今宮診療所(所長･木

田良寛医師)に紹介して､軽費治療(多くの場合無料､

その費用はセンターが負担)を受けるようにしている,

他方､毎朝5時45分から始る就労現場でも､仕･粧こ急く

労働者の便宜をはかって､飾単な手あての準備をし､よ

ろこぼれている｡

2　処置数は年々多くなっているっ39年の14,926時に

対し､本年は20.000倍と約5千件の増加.重な項目別を

比較すると､外傷手あて39年度3.191件に対し､ 40年度

2,846件､疾痛手あて7,764に対し12.299､医療紹介1,9鎚

に対し､ 2.336と外傷手あてだけが減って､他の2つは

ぐんとふえていろっ労働人口が前年度より約4千名ぐら

いは減少し､医療横間である今宮診棟所の患者が逓減傾

向にあるとき､センターだけが印加するのは,奇妙な忠

もするが､これは施薬のPRが周知されて釆たこと､無

料なので多少らん費されるきらいもないではないこと､

7'j:とが多くなった原剛こあげられるぅ　摺故など毎日きま
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ってもらいに来て｢これ飲むとスカツとする｣と､よろ

二ir.･Ti:連などがあるっ夏は消化剤､寒くなると発熱や慰

丁子で､就労滴に一服というのか囲優で.これがバス(,川1

での施薬が多い理由であり､これはまた日雇労働者.ま充

分な治療を受けておられない環境にあることも物語って

いる,

3　疾痛と外傷の手あてを比べると､今年度(tI,重吉の

方が断然多い,よろこほしいことは､本年度はけんかに

よる外傷とおぼしいものが激減したこと､もーつば､こ

この労働者は外傷にはいたって強く､治療も早いし,化

のうする患者は殆んと兄うけられないことである-季節

飾こぼ､夏場の胃腸や肝臓の障害､冬のかぜひさが多い

のは例年通りである｡パトカーによる救急依頼(訓i宙よ

り?件多く､ 15作であった｡表中Hの医療紹介は､正規

な診察と治療を要するものとして､前記今宮診療琉二お

くった数で､これも両年度より増加しているっ

いずれにしても､この地域における医療体鮎ままだま

だ充分でなく､労働者全体が早く拠嬢体験を適屈される

ようにしたいものである｡
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